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十
月
二
十
回
、
市
立
見
附
台
体
曹
館
整
備
第
五
期
工
事
が
完

了
、
司
体
匿
館
の
士
舘
が
兎
成
し
ま
し
た
。
鉄
骨
・
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
一
万
八
百
八
平
方
M
〈
一
一
一
千
二
百
八
す
四

坪
)
総
工
費
二
億
一
平
方
向
の
出
目
的
台
体
育
館
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
四
面
、
卓
球
台
本
ら
十
一
台
が
と
れ
る
そ
の
規
模

に
吋
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
各
橋
の
競
技
大
会
な
ど
に
完
艇
の

機
穏
を
発
揮
で
吉
る
設
備
を
そ
な
え
る
に
妄
り
、
名
実
と
も

に
県
央
随
一
の
体
膏
館
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
を
祝
う
記
念
式
典
は
、
十
月
二
十
九
日
間
館
内

に
関
係
者
を
沼
古
拙
平
行
し
ま
し
た
。
こ
の
目
、
記
念
行
事
と

し
て
、
店
本
鋼
管
(
京
子
〉
対
富
士
フ
ィ
ル
ム
(
女
子
〉
の

対
戦
に
続
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
出
場
し
た
チ

エ
コ
ス
口
パ
キ
ヤ
(
男
子
)
対
東
日
本
選
抜
箪
(
男
ナ
)
の

毘
際
親
譲
パ
レ1
ポ
!
ル
試
合
を
行
い
、
観
戦
に
へ
館
し
た

約
六
平
七
百
人
満
員
の
市
民
を
わ
か
せ
品
仇
し
た
。

国
際
試
合
で
除
幕
を
か
ぎ
っ
た
昆
附
台
体
育
鍔
は
、
昭
和
二

十
八
年
着T
V
当
時
七
干
九
百
七
十
万
円
を
投
じ
、
一
一
カ
年

の
工
期
を
も
っ
て
、
昭
和
一
一
一
十
年
秋
第
一
期
本
体
工
事
の
完

工
を
み
た
も
の
で
、
そ
の
年
本
県
で
潤
鰭
さ
れ
た
第
十
盟
国

体
の
パ
ス
ケ
ア
ト
ポ
ー
ル
会
場
と
し
て
便
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
市
の
財
政
事
構
が
急
迫
、
工
事
は
中
断
の
か
た
ち
を

と
っ
た
ま
ま
、
突
に
広
範
聞
な
使
間
に
た
穴
、
市
民
に
し
た

し
ま
れ
て
嘗
ま
し
た
。
第
二
窮
以
後
の
埼
築
改
修
繋
ぽ
嗣
工
事

は
昭
和
一
一
一
十
六
年
度
か
ら
着
手
、
問
か
年
継
続
の
か
た
ち
で

行
な
っ
て
宮
た
も
の
で
、
毎
年
度
三
千
万
阿
世
の
鐙
婦
問
置
を

つ
晋
こ
み
つ
い
に
全
館
山
市
成
の
は
こ
び
と
な
っ
た
も
の
で
ナ

盤
工
事
経
過

マ
第
一
期
本
体
工
事
ハ
沼
和
二
十
八

t

一
一
一
寸
年
度
ま
で
)

四
千
七
百
八
十
八
平
方
M
の
帳
面
積
を
も
っ
体
胃
館
主
体

と
椀
磁
所
、
医
務
室
、
変
電
設
、
同
室

E
C鼎
設
、
第
十
回

開
体
の
会
場
と
な
る
。
工
費
七
平
九
百
七
十
三
万
一
千
円

で
あ
っ
た
。
マ
第
二
期
繍
改
築
工
事
ハ
昭
和
一
一
一
十
六
年

度
)
島
工
費
一
一
一
平
一
一
世
間
一
九
十
九
万
九
干
何
で
内
外
装
の
奨

備
、
消
火
絵
、
浄
化
そ
う
工
事
を
行
な
う
。
マ
第
一
ニ
期
溺

改
築
工
事
ハ
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
〉

E

工
費
三
千
一
一
百
九
T

九
万
九
千
円
で
、
準
備
体
操
場
、
担
衣
室

1
シ
ャ
ワ
ー
窓

浴
哀
を
備
品
盤
。
ム
第
四
現
増
改
築
工
事
(
沼
和
三
十
八
年

度
〉
・
ヱ
鐙
一
ニ
干
一
一
一
一
田
万
円
で
管
理
部
門
の
各
室
、
会
議

袋
、
内
装
を
整
憾
。
マ
第
五
閣
制
増
改
築
工
事
(
昭
和
三
十

九
年
度
)
・
工
費
三
平
百
一
一
十
八
万
円
で
、
倉
車
、
そ
の

他
の
付
稽
設
備
を
整
儀
、
ホ
ー
ル
、
役
員
室
、
客
清
志
ど

各
所
の
改
修
を
行
設
M
完
成
し
た
。

醐
幽
活
成
後
の
お
も
な
設
備

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
沼
語
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
図
面
、
卓
鷲

台
十
一
、
縫
球
協
路
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
六
邸
、
そ
の
愉
体

操
な
ど
各
帽
慢
の
議
内
ス
ポ
ー
ツ
設
備
。
選
手
押
室
三
、
役

員
室
二
審
判
室
一
、
放
送
事
二
、
記
者
援
一
、
医
務
室

一
、
準
備
体
操
場
一
、
更
衣
洗
面
シ
ャ
ワ
ー
浴
室
男
友
各

一
、
五
十
人
収
受
缶
議
室
一
、
平
均
照
度
一
一
一
百
ル
ッ
ク
ス

の
察
内
環
境
、
放
送
設
顧
問
一
式
、
一
一
一
千
主
百
人
収
容
の
一

肌
盟
国
脚
部
品
開
、
旗
掲
揚
塔
四
十
、
切
符
鑓
場
一
、
売
店
一
、

ホ
1
1
N二
、
格
納
臆
一
一
一
、
自
動
火
炎
両
親
報
装
ぺ
叶
川
清
口

一
一
十
、
階
段
五
な
ど
。
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同
問
登

に
閣
官

会
部一

一
附
間

関
茂者静今月 S ページ臨

②ページ・食肉センター着工、

歩かせ主主い窓口、駐在員制空
発足臨時市議会の結果
②ページ・市庁書ひらく、火災
予紡、歳末たナけあい

③ー③ページ・福祉協議会で地
塁王組織を湾成、もええ主いごみ

収集で欝皆、優れた政治への

道、第 5邸産業まつりなど。

⑥ページ・須賀などに新住題表

示、ねずみ退治、言問停相談。

⑦ページ・母親クラフ'育成、予

筒注射、保健所完成主主ど。

③ページ・ボーイスカウト地区
遅発足、広報手根、声のひろ

ば、推計人口、新平塚風土記。
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dダρ

食
曲
目
セ
ン
タ
ー
は
、
用
地
質
収
費
・

一
建
設
袈
あ
わ
せ
て
、
一
億
七
平
九
百
随

一
十
万m
m
h
官
接
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

一
が
、
こ
の
う
ち
一
一
一
千
万
円
が
照
襲
補

一
助
、
二
千
五
十
四
万
円
が
市
議
、
残
り

i

一
は
起
僕
で
ま
か
な

5

こ
と
に
怠
っ
て
い

後
、
用
地
緩
得
な
ど
の
安
渉
が
行
な
わ
一
ま
ナ
。

れ
、
こ
と
し
一
月
、
平
塚
市
間
開
発
公
社
一
完
成
後
は
、
魚
市
間
輔
の
運
営
方
式
と
ほ

，
の
手
で
、
務
用
地
一
万
一
一
一
千
六
沼
九
十
一
ぽ
問
む
方
法
で
経
営
す
る
予
定
。
混
間

五
平
方
喜
一
宏
一
一
夜
九
十
万
円
長
一
原
の
と
重
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

収
、
二
月
に
設
計
費
を
計
上
し
て
今
回
一
り
ま
す
。
将
来
は
、
こ
こ
に
食
肉
加
工

に
琴
り
ま
し
た
。
こ
の
路
、
食
肉
祭
盛
一
欄
輔
の
併
設
も
構
想
の
う
ち
に
あ
り
、
新

者
と
食
品
開
業
者
一
法
弔
問
弓
市
営
食
肉
一
設
の
市
営
食
肉
セ
ン
マ
泳
、
平
塚
市

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
求
め
る
熱
心
主
要
一
馬
辺
の
事
援
と
食
肉
供
給
の
中
心
と
な

懇
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
る
と
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

磨重 11 毘 27自{火) 漁業協問組合・須

員公感官・馬入消防第5分間庁舎・

松原公民主富島夕陽ケ丘母子宮要。

欝11 毘28昌(氷) 花水公感官・ 1駄

会館・ j海緑地区町会会館・笠原公民

館・ 2軍訪出I宝議官。

盤草寺鶴 e 午前号待30分~午後 4時

こ
の
工
事
は
、
瞬
間
同
十
年
九
月
末
白
一
が
開
場
以
来
士
一
十
二
年
を
経
過
、
老
朽
一
一
一
一
者
の
品
開
出
資
に
よ
あ
公
社
と
し
て

を
自
擦
に
、
一
一
カ
年
継
続
で
て
→
費
二
曜
一
化
し
、
同
地
暗
躍
能
力
も
膿
耐
用
の
五

O
バ
l

一
改
善
綴
営
が
検
討
さ
れ
串
仇
し
た
が
、
高

四
千
七
宮
五
十
四
万
円
を
投
じ
、
近
代
一
セ
ン
ト
に
も
み
た
な
く
な
っ
た
ほ
か
衛
一
濯
の
鐙
演
を
は
か
る
た
岳
、
県
の
稽
助

的
な
市
営
と
畜
揚
と
食
肉
保
管
冷
戯
施
一
生
的
に
も
調
態
が
あ
る
と
し
て
、
県
が
一
を
受
け
て
市
一
が
単
独
で
新
と
場
を
鎗
設

設
を
つ
く
る
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
ジ
一
改
探
の
必
措
置
を
指
摘
し
た
の
に
は
じ
ま
一
す
る
方
針
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
一
一
一
十

l
ト
平
家
懇
で
の
と
室
本
館
を
中
心
一
っ
た
も
の
。
当
初
、
縄
問
島
市

E
経
済
通
一
七
押
さ
一
月
の
市
議
会
で
決
定
、
そ
の

に
、
冷
蔵
瞳
・
大
動
物
繋
岡
田
一
所
・
小
動
一
t
i
t
-
-
(
}
}

一
月
九
日
大
野
支
所
と
胞
な
ど
七
出
議
所
一
ー
門
駐
在
践
の
職
務
凶
①
蹄
抄
本

物
収
容
所
園
出
州
議
と
泊
朝
一
・
汚
物
車

e
事
一
一
ど
を
お
き
脅
す
る
こ
と
に
怠
っ
て
お
り
一
巻
廃
止
、
か
わ
っ
て
大
野
@
整
担
・
神
一
子
学
緩
@
沖
活
保
護
受
給
申

務
室
島
検
査
員
議
@
試
験
字
住
宅
・
一
課
税
準
績
で
一
あ
ら
か
じ
め
む
か
る
よ
足
し
て
お
い
一
回

a
城
島
・
躍
・
金
目
争
議
一
草
取
り
次
ぎ
、
②
一
室

洗
車
場
な
と
磁
一
千
八
百
平
方

H

経
連
一
戸
別
諦
査
一
て
ほ
し
い
と
五
警
は
の
ぞ
ん
示
一
・
蓄
の
九
震
に
、
係
長
級
の
喜
一
収
入
報
告
書
の
取
り
次
ぎ
、

設
し
ま
す
。
完
成
後
は
、
B
量
康
二
百
一
一
ま
す
。
一
員
各
一
名
を
派
議
、
問
時
に
、
平
塚
市
一

額
、
喜
一
十
頭
の
霊
能
力
を
も
っ
一

1

壁
警
護
税

1

一
童
話
、
市
民
税
震
が
あ
た
り
一
襲
撃
襲
警
護
け
ま
し
た
よ

に
護
担
、
畜
麗
綬
輿
に
与
え
る
影
響
は
一
税
務
部
市
民
税
謀
は
、
明
年
度
市
県
一
ま
す
。
参
上
し
ま
し
た
ち
ょ
ろ
し
く

e

一
部
辱
で
仮
称
怠
が
ら
連
絡
員
を
設
け
る
一

宮
わ
ゆ
で
大
き
い
と
兎
込
ま
れ
て
い
ま
ト
同
国
税
の
課
税
躍
世
間
の
た
助
、
今
月
か
ら
一
語
牽
績
は
、
か
な
ら
ず
市
織
績
の
身
分
一
と
報
じ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
検
討
に
一

ナ
。
一
一
戸
別
実
態
弱
迭
に
は
い
り
ま
す
。
家
族
一
誌
騎
岳
闘
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ど
不
審
法
一
よ
り
、
駐
在
員
制
度
と
す
る
こ
と
に
な
一

こ
の
高
セ
ン
タ
ー
霊
量
処
一
構
成
・
襲
・
勤
務
先
・
所
得
議
議
事
あ
る
と
違
憲
を
求
め
て
く
だ
一
っ
た
も
の
で
す
。
霊
童
、
窓
口
事
一

南
原
に
操
業
中
の
原
経
済
連
平
塚
と
場
一
借
家
に
つ
い
て
は
家
主
の
住
所
氏
名
志
一
一
ざ
い
お
一
務
の
相
談
中
手
持
舎
の
取
り
次
ぎ
な
ど
一

E
g
g
-
g
g
a
g
a
a
g
a

費
a
z
z
a

冒
g
a
a
g
g
a
g
a
g

葺
書
署
管
筆
書

a
E
援
g
g
g
震
E
質
量
E
a
園
田
者
脂
岳
司
自m
g
自
由
a
a
6
a
目
a
笥
a
a
悟
S
S
2
a
掴
混
鋼
曹
司a
a
租
値
目
E
'
z
g
S
曇
a
-
E
a
a

習
a
a
a
a

暴
露
鍵
萄
寄
目
目
隠

e
a

省
審
語
障
幅
閤
者
自
婁
聾

H
a
a

目

a
g
s
i

良
住
都
市
民
議
は
、
新
市
庁
舎
隣
庁
間
航
と
と
み
の
処
議
・
盛
民
健
康
保
険
@
て
代
録
す
る
の
で
、
手
続
き
に
こ
ら
れ

と
問
時
に
、
品
掛
か
せ
窓
い
窓
口
の
一
方
閉
国
民
年
金
・
衛
袋
・
福
祉
・
税
金
扇
係
た
人
は
、
屈
け
山
山
書
の
内
容
を
確
認
し

策
と
し
て
、
ア
コlF
I
門
連
続
伝
襲
な
ど
、
異
動
に
と
も
な
っ
て
必
嬰
な
手
て
印
を
お
す
だ
け
で
よ
く
、
こ
の
点
で

綬
写
器
〉
を
採
用
、
住
箆
異
動
に
鑓
す
続
曹
の
大
部
分
が
す
む
こ
と
に
な
り
、
も
手
続
脅
し
や
す
く
怠
っ
た
と
好
評
を

る
事
務
の
紫
中
約
本
同
地
麗
を
は
じ
め
ま
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
う
え
で
大
吉
本
効
果
よ
ん
で
い
ま
す
。

し
た
。γ
コ
I
F
I
方
式
に
よ
る
と
、
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
続
け
出
門
市
民
課
凶
い
ま
ま
で
沼
山
い
告
が
分

一
度
の
届
出
で
住
箆
鐙
録

e
叡
給
a
し
伝
纂
の
記
入
は
、
慾
口
係
機
箆
が
ナ
ペ
叡
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
往
日
出

冷
蔵
庫
ふ
く
め
則
的
年
秋
完
成

さ
嘗
の
市
議
会
随
時
会
で
、
ヱ
事
講
話
業
者
が
曹
ま
っ
た
平
塚
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
建
設
主
事

山
弘
、
十
〕
月
一
回
、
寺
田
納
部
務
の
北
郷
、
鈴
郊
に
紛
う
}
万
一
一
一
千
六
百
九
十
五
平
方
針

(
四
千
百
五
十
坪
)
の
用
地
に
着
工
、
ポ

i

ヲ
ン
グ
を
間
開
始
し
ま
し
た
。

昭和鈴年 11 ij 15 a 

し E缶百

ー-----'"

新
工
場
の
進
出
が
は
じ
ま
っ
た
相
模

川
右
岸
の
馬
入
工
業
団
地
に
長
瀞

〈
げ
な
が
と
ろ
〉
、
堤
防
〈
つ
つ
み
ち

ょ
う
)
、
中
蛍
ハ
な
か
ど
う
)
、
天

沼
〈
あ
ま
ぬ
ま
)
の
m出
荷
名
を
設
け

大
学
馬γ〈
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
嘗

め
た
も
の
。
よ
間
関
一
の
と
お
り
。

気
持
?
の
よ
佼
土

沢
い
か
独
占

平
四
属
病
菩
産
品

1進
会

十
月
間
間
繰
の
媛
染
ま
つ
り
道
産
共
進

"'̂" 

行
為
(
予
算
外
義
務
品
阿
部
〉
に
食
肉

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
援
を
加
え
た
も

の
で
、
同
工
事
資
と
し
て
、
一
一
一
十
九

年
度
か
ら
四
十
年
度
ま
で
に
、
一
億

四
平
七
言
五
十
四
万
円
の
支
出
を
認

め
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
今
却
度
支
出

分
は
六
平
四
十
九
万
円
。
同
時
に
減

島
診
療
所
特
別
会
計
の
収
支
に
一
一
千

万
五
千
円
を
遺
訓
し
ま
し
た
。

くる

;i iiijjiij!?ii?iiiiiijij 
ii i;1iz言語 i出!??iiii!?:

23 日立詰gf2 と店長詰芸員;ト

!?ii 主 ;fli
!;i!1ii 
iii i ii 者;
定。日妻言語号室

②
圃
州
立
時
間
世
間
体
育
館
鑓
設
の
挺
勧
を

求
め
る
問
腕
情
、
③
!
十
一
決
神
田
・
金

目
・
岡
崎
各
出
強
所
の
郎
止
ま
た
は

脊
耐
を
求
め
る
陳
情
な
ど
計
七
件
品
官

事
査
。

マ
沼
田t
m
月
込
自
ま
で
の
関
に
議

会
運
営
委
員
会
六
回
を
開
催
。

罷時iこ 5 枚の

(f l/5--tt/時)
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市町制ら〈

11月 3 自主主化の日、あらわれたよう主主秋の目ざしのなか

で関係者多数む祝福を受けて落成式をあげた市役所新庁

舎は、市役所の金機構を収容、 11月 98の月騒日から務

庁しました。すでに事務機能も、市民に対ナるサービス

好評を博して

も
う
い

筒
、
開
店n
u
o

の
は
滞
∞
す

局
数
が
ム
ま

使
件
金
兆
い

郵
大
検

1

て

に
訴
。
μ
ト
h

れ

広
間
ご
の
金
さ

計
除
問
円
立
歯
車

の
保
徳
穣
隊

し
易

2

険
に

ら
割
問
は
係
業

く
の
年
易
事

な
内
昨
拙
開
設

か
市
、
の
建

た

σ
り
聞
出
の

ゆ
す
ぽ
全
材

、
ま
の
。
軒
町

に
し
に
た
市

意
め
円
し
は

用
、
捕
時
ま
%

ご
す
必
れ
M悼

の
台
、
わ
の

田
刊
を
件
ち
そ

万
倹
一
線
弘
、

湖
排
日
法
棚

、
一
E
4
t

追
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地盤擁護襲金づくり

生活に直結した活動ねらう

平
塚
市
社
会
福
社
協
議
会
一
福
祉
の
簡
で
、
地
域
格
差
や
潜
麿
簡
の
…
解
件
と
し
て
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す

e

一
攻
ら
、
議
祉
計
磁
の
実
施
に
も
あ
た

藤
市
長
)
は
、
重
量
箆
一
緒
震
が
ひ
ら
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
一
地
区
基
稽
祉
協
議
毒
性
格
ゐ
一
交
と
い
っ
た
童
書
警
官

組
織
単
位
と
な
っ
て
い
る
広
域
ど
と
に
一

p

、
さ
ら
に
、
一
部
の
議
祉
に
欠
け
る
一
織
・
事
業
な
ど
ほ
ほ
次
の
と
お
り

s

一
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
を
主
体
と
す
る
華
社
会
福
社
協
一
状
態
も
題
視
し
て
い
る
よ
う
交
池
一
醸
性
格
・
豊
富
の
福
祉
溺
進
言
語
織
・
華
社
会
福
祉
協
議
会
の
盗

議
会
を
設
問
ナ
る
方
針
を
き
め
、
串
館
一
昨
怠
る
ベ
一
約
と
す
る
民
組
関
係
で
、
住
箆
自
身
一
は
、
あ
た
ら
し
く
単
恕
の
組
織
を
絡

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
地
区
社
会
福
祉
が
主
体
と
怠
担
、
こ
れ
に
社
会
福
祉
一
成
す
る
と
い
う
よ
り
、
住
民
の
間
程

協
議
会
設
霞
の
ねbい
は
、
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生

e
侠
績
向
上
に
鵠
速
の
一
を
た
か
め
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
の

あ
る
公
私
の
関
係
者
が
参
加
協
力
す
一
も
と
に
、
滋
脊
の
住
民
組
織
を
横
に

る
か
た
ち
を
と
担
、
地
区
内
の
福
祉
一
つ
な
ぐ
と
い
っ
た
も
の
で
、
地
域
社

に
欠
け
る
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
ζ

一
会
内
の
い
ろ
い
ろ
な
組
織
の
力
争
、

れ
に
対
応
す
る
補
祉
計
画
に
も
と
つ
一
住
民
福
祉
へ
方
向
づ
け
る
の
が
真
意

い
て
、
組
織
的
志
活
動
を
農
樹
ナ
る
一
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

i
j
i
i
l
i
-
-

翠
議
・
地
区
社
会
一
個
祉
協
議
会
は
、
一
し
め
や
か

同
日
し
措
明
日
十
向
日
目
一
に
態
霊
祭

欠
け
る
状
厳
や
問
題
を
と
ら
え
る
、
一
帯
主
催
の
市
内
戦
残
者
慰
信
祭
は
、

⑦
地
区
む
実
情
に
対
応
す
る
適
切
窓
一
十
月
一
一
一
十
一

g
午
前
十
時
か
ら
、
市
民

福
祉
計
磁
を
た
て
あ
。
③
計
画
上
の
一
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
選
政
一
千
四
百
人

必
獲
に
応
じ
て
住
民
の
協
力
促
進
、
一
が
参
開
門
し
て
し
め
や
か
に
と
り
行
本
わ

関
係
機
関
間
体
・
施
設
関
智
瓦
の
連
一
れ
ま
し
た
。
市
内
戦
役
者
二
千
枝
の
謡

絡
調
整
、
社
会
的
資
源
の
活
用
、
ポ
一
と
一
万
八
千
世
帯
の
違
朕
を
な
ぐ
さ
母

ラ
ン
チ
イ
ア
ハ
譲
位
者
〉
の
育
成
と
一
た
も
の
。
こ
の
席
よ
市
長
は
、
道
悦
二

組
織
化
、
行
政
機
関
に
対
ナ
る
請
願
一
人
拠
隠
一
一
一
四
八
三
佐
藤
宗
治
氏
「
七
七
)
と

・
棟
情
・
態
語
、
住
民
に
対
す
る
広
一
平
塚
一
一
一
五

O
九
長
沢
先
治
氏
店
ハ
包
を
表

報
な
ど
を
行
な
う
。
④
と
き
に
必
袋
一
彰
し
ま
し
た
。

も
え
な
い
と
み

も
え
本
い
ご
み
の
計
画
収
集
は
、
ほ
一
て
も
、
改
寄
の
手
を
う
っ
て
吉
ま
し
た
一
こ
ん
ど
こ
そ
一
掃
し
て
い
た
だ
脅
た
い
一
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。
当
日
八
時

四
山
市
内
全
域
に
及
び
、
清
務
課
と
ご
み
一
計
磁
ど
お
り
も
ち
出
し
て
い
る
大
多
数
一
×
一
一
一
一
十
分
を
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
宮
も

を
出
す
方
と
の
呼
吸
も
あ
っ
て
、
う
ま
一
の
方
に
は
ど
迷
蕗
で
す
が
、
こ
こ
に
あ
一
種
寂
集
臼
・
毎
月
一
一
闘
の
簡
で
、
地
区
一
持
ち
出
さ
な
い
こ
と
。
入
れ
も
の
か

く
運
営
さ
れ
鳥
王
う
に
な
っ
て
い
ま
ナ
一
ら
た
め
て
強
い
欝
告
を
申
し
上
げ
ま
す
一
刻
に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
別
表
参
照
一
ら
、
収
集
場
所
へ
あ
け
て
い
く
人
が

し
か
し
、
い
ま
だ
に
、
収
集
計
事
一
で
た
ら
主
持
ち
出
し
宝
掃
す
柔
一
磁
持
ち
出
し
・
収
集
車
が
ま
わ
っ
て
く
一
串
季
、
草
案
を
大
吉
く
さ
ま

情
視
す
る
人
が
一
部
に
品
哲
、
収
集
場
一
め
に
、
と
近
所
ど

5

し
で
も
、
ぜ
ひ
、
一
る
当
日
の
午
前
八
時
一
一
一
十
分
ま
で
に
一
た
げ
る
の
で
や
め
て
い
た
だ
吉
た
い

所
付
近
の
人
に
危
倹
と
不
快
感
を
与
え
一
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
し
、
次
の
収
一
か
本
ら
ず
ポ
ー
ル
穏
や
紙
袋
、
木
箱
一
騒
収
集
計
画
・
別
設
の
と
お
り
。
表
に

あ
た
由
、
苦
情
が
出
て
い
ま
ナ
。
一
集
計
画
を
知
ら
せ
あ
っ
て
も
い
た
だ
幸
一
な
ど
に
こ
ん
告
し
て
、
別
表
の
揺
定
一
本
い
地
区
は
、
春
秋
二
回
、

こ
の
こ
と
は
、
じ
の
紙
よ
で
も
た
び
一
た
い
。
も
え
怠
い
ご
み
の
収
集
制
度
を
一
義
務
へ
出
す
こ
と
。
一
織
と
協
議
の
う
え
ポ

た
び
協
力
を
求
め
、
住
畏
組
織
を
通
じ
一
育
て
る
た
め
に
も
、
計
磁
無
視
行
為
臣
官
一
瞬
再
出
意
点
・
収
集
日
以
外
の
持
ち
出
し
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主喜

軍革

旭

金

し五く

グYトプ。チクの相談ごをを

納期内の納税i卓、市内の各銀行同信用金庫・信用
組合・各農協の窓口で取り扱っていますこ。市役所
までおこしいただかなくても納税できます。
ご利用ください。



(5) 昭和お年 11 丹、 10 日 て')-

J 

鐘量 11 月 28 認 30 日までの 3 扇関

ンターホール

およが結氷台古河童窓工所有盟主進

麓 2 善事宥事フ@口グラム

ぷZ〉三h 場 行事内容 日 毛主

見附合体育館 物産展示Jlß 売会 1福宮~滋日
と広場 農水産物品評会 11 戸、-11

花き展示会 姻-1/

鶏卵品評会 If ~If 

集下青少年鋭意工夫展 程，ー- 1/ 

カナリヤ展示会 28日 -29日

議 ~l 塾大会 29812時・当日先輩1部品入

Eま@アヒルレース 29日 14時 f子廊。主主圃アヒル5羽

牛乳無料配布 28829日 (50日本)11時 (70号本)
経 木 市 288-30日

市民センタ 協賛行事
ホーノレ 日本舞踊 2事自 11時-21時

(花月兼笑・華美総さん)

芸能コンクール等 30日 14時

古河童fエ 第22図

府く合会主邑 神若草111襲E華麗共進会 28日 -30a



(6 ) 

品
評
会
の
日
程
決
る

搬
入
二
十
七
日
e
m即
売
三
十
日

第 151 奇襲〈害事畠畿覇軍量霊務軍事官事〉

新

建
設
部
薮
理
課
は
、
新
佳
品
店
表
示
第
一
層
表
示
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
住
首
脳
議
十
一

一
一
年
次
分
と
し
て
、
須
賀
@
松
嵐
町
・
一
一
所
が
実
施
を
み
ま
ナ
と
、
須
賀
何
弔
問
同
一
る
に
と
に
怠
っ
て
い
ま
す
。

袖
ケ
浜
な
ど
二
百
五
十
沼
万

J
千
平
方
一
一
日
番
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
お
宅
も
、
。
一
に
は
、
ど
家
臨

u
n七
十
七
万
坪Uの
新
防
名
と
使
膳
一

O
町
O
O晴
樹O
O
号
と
い
う
よ
う
に
な
一
れ
て
い
ま
す
。

番
号
を
獲
織
す
る
こ
と
と
し
、
事
部
調
一
り
ま
ナ
。

遂
を
間
開
始
し
ま
し
た

e

一
こ
の
第
二
次
新
住
居
義
一
訴
の
実
施
に

新
住
居
議
示
は
作
一
}
一
千
八
年
度
か
ら
一
と
も
な
い
、
す
で
に
使
わ
れ
て
い
る
松

も
輯
替
手
、
第
一
次
は
稽
草
地
区
の
鞍
織
を
一
回
出
町

e
被
ケ
浜
に
加
え
て
、
八
震
咲
防

J
4醜
行
怠
っ
た
わ
け
で
、
第
一
言
今
年
度
一
点
浜
台

g
夕
陽
ケ
丘
・
喜
・
代
官

糖
分
好
発7dす
る
と
、
間
関
鉄
東
海
道
線
南
一
町
・
久
領
握
・
札
場
町
・
千
お
河
岸
な

醜
開
聞
の
泥
水
・
諮
問
問
学
区
全
域
が
、
新
設
一
ど
一
連
の
あ
た
ら
し
い
知
名
が
侍
』
引
い
る

翻
一
市
に
仲

t
L
U
か
わ
るζ
と
に
な
り
ま
すe

一
予
定
で
、
須
賀
を
は
じ
培
、
こ
の
地
域

開
明
こ
の
住
語
表
一
明
は
街
区
方
式
と
よ
ば
一
に
及
ん
で
い
た
平
塚
新
議

J
平
塚
の
一

軸
れ
る
も
の
で
、
明
治
の
時
代
か
ら
使
わ
一
調
印
の
宇
名
が
治
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

離
れ
て
章
一
定
番
地
餓
を
路
止
、
新
町
名
ど
一
新
住
居
表
示
は
、
花
水
地
区
を
第
)

鞠
と
に
い
く
つ
か
む
街
区
を
つ
く
り
、
そ
一
年
次
事
業
と
し
、
こ
と
し
、
須
賀
そ
の

輔
の
泣
か
の
佼
屈
に
一
連
番
号
を
つ
け
る
一
他
を
行
な
っ
た
あ
と
、
馬
す
〈

1
出
掛
時
間
、

臨
も
の
で
、
わ
か
り
や
ナ
く
実
用
的
な
佳
一
新
一
留
守

2
車
庫
の
願
で
奨
施
、
昭
和
四

切っ

こ
れ
か
ら4
に
か
け
て
が
、

駆
除
む
好
関
制
で
す
。
慌
時
主
震
で
は
、

世
叶
帽
に
一
袋
一
一
回
分
つ
つ
の
殺
そ
剤

硫
酸
タ
リ
ウ
ム
製
剤
岡
山
型
む
の
無
担

布
を
行
な
い
ま
す
。
殺
そ
剤
の
間
出
十

各
地
区
の
組
織
を
遜
じ
て
く
ば

E
、

、‘

ら好機

総語学日馬路務

ずみ退治これ

駿

10月 1呂田、花水公民館内に、市内初Cア

マチユア無線クラブ濁が開局、当時間公

民館長の名倉{書光氏らも出席してこれを

祝いました。このクラブ無線局は、平家

アマチュア無線クラブ〈会長上重曹三郎氏

・会員31名)が会員の友好を深め、青少

年認に無線科学の普及をはかることを目

的として設けたものロ呼出符号は J AI 
YKB、空中線電力lOWで、電信は会泣

界と、電話は圏内をはじめ1000KM半径

内の沖縄・台湾・フィリピンなどと交信

できるといわれまナ。(写真は花水公箆

談
係
で
扱
っ
た
実
例
か
ら

家
庭
で
は
以
前
か
ら
務

河
川
山
麓
き
が
な
い
よ
う
な
様

子
が
自
国
う
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、

学
校
で
一
応
問
題
児
と
し
て
注
意

さ
れ
る
ほ
ど
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
は
役
宅
住
い
で
近

所
遂
感
を
考
え
て
な
ん
で
も
か
で

も
我
が
ヶ
?
を
し
か
つ
て
し
ま
っ
た

か
ら
か
と
思
い
ま
す

が
、
主
人
は
お
と
な
し
》
縫

い
が
手
が
と
て
も
患
い
r
n

の
で
す
。
私
は
ロ
う
る
融
務
J
.

さ
く
て
総
か
い
こ
と
を
毅
細
部
恥

注
意
し
ま
す
。
幼
稚
菌
綴
務
総

へ
行
っ
て
い
る
第
と
四

人
審
し
で
す
。

落
選
か
な
い
原
凶
と

…
お
答
え
し
て
は
お
よ
そ
身

体
、
能
力
、
輿
服
、
環
境
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

先
ず
、
身
体
的ι一
車
部
で
は
、
蓄

脳
同
位
の
有
捕
と
、
ア
ヂ
ノ
イ
ド
と

へ
ん
と
う
せ
ん
肥
大
を
併
発
し
た

場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
見
状
の
跨
に
は
耳
鼻
総
喉

ね
ず
み
の
寿
命
は
、
め
ぐ
ま
れ
た
濃
一
心
が
け
が
大
切
。
に
わ
と

D

の
え
さ

境
の
な
か
で
こ1
2
一
年
、
年
間
同
五

i

一
や
牛
潟
・
践
の
飼
絡
は
ね
ず
み
の
大

中
ハ
自
の
分
授
を
し
、
一
留
に
五

1

十
一
好
物
だ
か
ら
十
分
な
管
雨
躍
を
。

顕
4ノ
♂
空hu。
み
え
は
じ
め
た
ら
は
げ
一
住
悶
屈
を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
尚
惜

し
い
@
わ
が
国
で
は
人
口
の
十
倍
約
一
の
材
棋
に
な
る
古
雑
誌
や
ほ
ろ
切
れ

十
億
は
い
よ
う
と
縫
定
さ
れ
、
穀
物
一
な
ど
を
放
資
し
な
い
こ
と
。
押
入
れ

被
害
は
年
樹
九
十
七
・
五
万
ト
ン
一
の
奥
平
、
使
わ
な
い
タ
ン
ス
の
引
吉

ハ
六
百
五
十
万
石
〉
に
達
す
る
と
い
一
出
し
の
な
か
は
、
と
吉
ど
吉
務
理
と

わ
れ
る
。
一
そ
う
じ
が
大
切
。

一
一
駆
除
一
刀
法
・
ね
ず
み
退
治
の
原
則
は
一
援
や
叡
に
あ
け
ら
れ
た
出
人
口
を

蚊
や
は
え
り
は
あ
い
と
向
様
、
環
境
一
み
つ
け
、
こ
れ
を
金
扇
や
石
な
ど
で
一

的
駆
除
を
は
か
る
の
が
第
一
。
ね
ず
一
ふ
せ
宮
、
流
し
の
排
水
口
に
は
金
綿
一

み
の
仲
生
活
条
件
を
せ
は
め
、
ナ
め
な
一
を
張
っ
て
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
侵

X
を
一
花
水
公
民
館
で

い
環
境
を
つ
く
れ
ば
、
そ
の
歓
は
車
防
ぐ
だ
け
で
も
相
当
の
効
果
が
あ
る
一
指
導
者
誘
習
会

減
す
る
。
つ
ま
り
、
ね
ず
み
の
食

a

一
も
の
だ
。
一
県
ガ

i
u
N・
ス
カ
ウ
ト

住
・
通
路
を
攻
く
す
こ
と
で
、
殺
そ
一
額
数
そ
郊
の
使
い
方
・
薬
以
外

C
た
A
一
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
公
認
指
導
者
講

相
聞
は
あ
く
ま
で
碕
説
的
役
割
と
考
え
一
も
の
は
全
部
か
た
づ
け
、
夜
ね
る
ま
一
習
会
が
、
十
二
月
十
九
日
か
ら
一
一
治
戸
一
一

る
ペ
宮
だ
。
ね
ず
み
取
り
穏
や
、
天
一
え
に
し
か
け
、
朝
早
く
回
収
す
る
よ
一
日

C
B
程
で
、
市
立
花
水
公
民
館
に
ひ

敵
の
ね
こ
を
錦
、
つ
左
ど
の
苧
が
よ
く
一
う
心
が
け
る
こ
と
。
た
ベ
残
さ
れ
た
一
ら
か
れ
ま
す
。
社
開
法
人
ガ
ー
ル
・
ス

使
わ
れ
る
が
、
た
い
し
た
役
に
立
た
…
薬
は
、
土
の
な
か
に
深
く
漣
め
る
か
一
カ

4
?ト
臼
本
連
盟
神
奈
川
県
支
部
と
県

た
な
い
ば
あ
い
が
多
い
。
一
鰐
吉
捨
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。
一
教
獲
が
共
催
、
市
が
後
擾
ナ
る
も
の
。

食
壱
う
ば
う
た
め
に
は
、
台
所
か
一
ね
ず
み
は
土
決
し
て
部
壊
の
ま
ん
一
受
窮
者
に
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
臼
本

ら
出
た
調
震
の
く
ず
や
食
事
の
残

U
一
な
か
を
と
お
ら
な
い
。
蜜
ぎ
わ
や
は
一
連
盟
会
認
議
導
者
の
資
格
が
与
え
ら
れ

物
山
品
、
ふ
た
つ
曹
の
容
器
に
入
れ
る
一
め
叡
の
す
み
と
か
、
流
し
串
鞠
か
げ
品
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
次
の
要
領
で
。

幻詩間投 E 欝噂額百日月訟が 2
をな罷室、面擦とう 兇のるす劣つ欲紹の談

て量るで千で関わ。え活たえ欠常 う活か。等て指能面 1: 

童会長室3255言諸君主持軒註詰封書Z5
打 ν;E 雪審議産手主李主君主て暴言宅手宮警揺さき手警護 主
嘉 兵李主要員。己主失事長 2 皇室句。告書警長定 kJ 皇 官
員 考。そ子ど車富 つの切与分し考に g なし優もも 4猛然つ

な
ど
が
通
路
。
遇
勝
目
ら
自
に
つ
幸
一
綴
購
習
内
容
・
①
ガ
ー
ル

や
す
い
物
か
げ
に
議
え
さ
を
お
く
と
一
教
育
概
鋭
、
②
一
組
織
会

効
集
約
だ
。
ね
ず
み
は
吉
わ
め
て
欝
一
得
・
や
く
そ
く
、
お
嘗
て
、

戒
心
が
強
い
。
議
え
さ
を
寝

4

湯
所
一
グ
ラ
ム
の
た
て
方
、

の
付
近
を
そ
う
じ
し
た
り
、
か
た
ず
一
シ
ヨ
ン
ゲ
ー
ム
、

け
て
は
い
け
な
い
。
た
な
や
天
持
議
一
グ
、
@
キ
ヤ

V

な
ど
に
皆
く
む
は
効
築
が
す
く
な
い
一
綴
移
加
資
格
・
品
川

方
法
で
あ
る
。
築
は
す
く
な
く
と
も
一
子
で
ガ
ー
ル
・

一
一
夜
間
は
仕
か
け
、
く
い
の
態
い
と

き
は
食
用
治
に
ひ
た
し
て
使
う
と
よ

い
。
ハ
衛
生
擦
の
儲
明
か
ら
)

日ー/13 ラ

16 ラ

日本主題停協会連合会主催/専門

的弁護士と調停委員による相談

/土地・建物 a 金銭・家庭・家

族関係な"'-のもめニ凶どでおE怒り

の方拡 E台うぞ……



お、

ヱ
ブ
ね
ン
が
け
の
綴
織
に

ク
ラ
プ
を
育
成

第 151号

民
生
部
青
少
年
課
は
、
管
少
年
の
住

Fと
市
で
、
指
導
者
鵠
語
会
を
副
都
習
し
た

活
と
撃
を
健
全
な
主
と
し
て
い
くY
、
講
師
侭
遣
を
行
な
う
、
怠
ど
の
斉

た
め
の
有
力
本
手
が
か
り
と
し
て
、
エ
成
措
獲
を
と
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

プ
口
ン
姿
の
お
か
あ
さ
ん
が
た
が
、

g

一
母
親
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
と
き
は
、
一
一

常
か
わ
し
串
っ
て
い
る
子
供
た
ち
を
串
一

t

一
一
一
十
人
で
ま
と
ま
り
、
あ
つ
ま
る
場

ぐ
る
会
誌
を
組
織
化
す
る
方
針
を
か
た
一
一
耐
を
き
め
て
か
ら
、
所
定
の
用
紙
に
、

め
、
母
繍
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
行
な
う
と
一
会
員
の
な
ま
え
、
代
表
者
、
役
員
な
ど

発
表
し
ま
し
た
。
一
を
書
章
、
市
役
所
の
青
少
年
諜
へ
、
お

母
親
ク
ラ
ブ
は
、
近
隣
の
八
市
平
陀
一
近
く
の
婦
人
会
の
一
役
員
さ
ん
や
、
公
民

村
に
す
で
に
普
及
し
て
お
り
、
県
下
に
一
館
主
事
に
相
談
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に

一
一
沼
九
十
六
グ
ル
ー
プ
一
一
万
一
一
一
千
人
を
一
な
っ
て
い
ま
ナ

e

こ
え
る
会
員
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
ー
ー

ふ
だ
ん
、
婦
人
会
やP
T
Aの
会
合
一

に
も
あ
ま
り
で
て
こ
な
い
人
た
ち
ま
で
一
保
鍵
所
の
新
館

す
べ
て
の
お
か
あ
さ
ん
を
ま
ま
に
入
一
が
完
成

れ
、
し
か
も
、
エ
プ
ロ
ン
袈
の
ま
ま
の
一

気
や
す
さ
で
、
自
分
た
ち
の
/
T供
を
め
一
改
築
の
た
串
窓
口
を
一
分
散
、
不
便
を

ぐ
る
心
組
閣
や
問
題
点
し
を
銭
面
聞
と
し
、
じ
一
か
け
て
い
た
県
立
平
塚
保
健
所
は
、
鉄

つ
く
り
考
え
合
一
に
み
つ
め
あ
っ
て
い
一
筋
コ
ン
リ

i

上
一
階
建
て
の
新
品
開
か
完

こ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
。
一
成
十
舟
十
九
日
か
ら
、
新
保
健
所
で
業

青
少
年
課
で
は
、
母
続
ク
ラ
ブ
の
背
一
務
を
再
商
じ
ま
し
た
。
保
健
所
の
所
在

成
策
と
し
て
、
①
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
一
地
は
ま
え
と
同
じ
追
語
交
惹
点
。
日
」
利

い
て
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
る
、
③
田
市
一
照
く
だ
さ
い
。

〈第 3 種郵便物認可〉? 昭和総若手 11 月 15 日(1) 
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完成した平塚保健所の新禽蟻

ン三‘三/

吉沢小学校
盤E!l公民館
関鱒公民館

冬をまえに巡回接種中

12 }lには定期の種痘も

12月 28 花水公民館
Q 38 須賀公民館

4 臼中原公民館松原公民館
p 5 日見附台武道場 j ほうそうの予紡
聾軍時間・各会場とも午後 1 時30Q昔か:秋のほうそうの予訪接種 f喜重症宝〉も
ら午後 3時まで。行ないます。母子手騒をもってお子

豊富注意霊・この予防接績は 2 回続けて j さんを会場へおつれください。
受けないと効果がありません。ま:顔対象J尾.0::第 1 耳君・昭和39年 3 月
た、次に該当ナる人は援護できま 1 臼~向 8 月31臼までに主主れた子
せん。 と生後 I 度も種主主をしていない子
①鶏卵にたいして特異体質の人〈 ②盟主和33時 4 月 28~昭和34革 4
発しんやぜん患・下痢・お5吐な J 刃 18までの出生泥。
どを来たす人〉 趨巡回日程・
②熱性病患者、心臓、血管系、腎!一接撞日-

E寵その他内臓にいちじるしい異常 ι12月 7 臼 金自公民館 土震小学校
のある入。 u 8 臼 八幡公箆童宮城島公民館
cr糖尿病患者、勝気愚者、いちじ 2 告白 金田公民館 !日Øl之宮公
るしい病後衰弱者、鞠顔淋百三体質 箆重富

の疑いのああ入。

インフルヱンザ

衛生課は、各をまえにしてインフル
エンザの流行を予防するた岳、この
10日から巡回予防車産額にはいりまし
た。母子手緩を持って、おむくの会
場へお子さんをおつれください。こ
の予妨接種は偲人i語知をいたしませ
ん。ど近所さそいあわせてくださ
ν、。

纏対象児・生後 3 か月以上ー就学前

の乳幼児 CtJ'\中学主主と閤児は、学

校でいっせいに行ないます)

富醤巡E苫日程C178以後〉
一第 1 屈思-ß5.筒実施中
11月25日花水公民館
u 26 日 須賀会民館

u 27日中原公民館松原公民館

ff 28目 見附台鼠道場
一第 2 回思-
11月 17白金百小学校土盤小学校

H 18包 量豊田公民書官域島公民館
H 19白 金E!l公民豊富符締公民館
o 2昔日菅沢小学校路公民館

H 218 富士見公民館
8 248 閉村公民館 !自国之容公

民館

i
 
l
 
i
 
l
 
i
 
l
 
i
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i
 
l
 
l
 
i
 
l
 
i
 

--

i
 

11 月 25毘まで業務用対象に

経済部窃主隷は、 38年度の言十童量器定
期検査を巡図で行主主いまナ。言十童霊法
にもとづく年 1 [習の定期揖査で商店
.会社・工場・組合・団体などが業
務上使ってる計量器すAてを対象と
します。もよりの会場で検査を受け
てください。
豊富巡回検査正日程
11月 5 日〈午前〕量豊田公民館

〈午後)神田小学佼
D 7 B (午前)域島小学校

(午後〉廊崎農業協商組合
p 9 臼 ~108平塚競輪場
p 11 臼(午前) ::lニ沢襲業協同組合

〈午後) I耳旭出張所
グ 128 (午前) I日金田出強所

(午後) I日金目出張所
グ 13日八橋公民館
グ 14臼中原小学校
グ 168 松原公民館
// 17日花水公民館
グ. 18臼 富士鬼小学校
グ 1日目 富士気公民館
//20日21 日24日258 市民センター
瀦降局午前は由時午後ま 1 時から

者

趨期日・昭和40~2 J1 68."118

騒場所 3支部駅前九拍百貨店内

.，今臨>õ R 牟ザ <



で長逝した。上平塚の天台宗盟主

積院に襲がある。碍憾には「先
生名長発寧英禅宮崎民加州金沢
人J (f)主u銘がある。
鉱撃は!ìlI貌が霊童々としていた

1 上に声がよく漢籍隣読を聴くも
高瀬署憲章吾 i のたちは思わず擦を正し耳を綴

成総畿は江戸の儒者芳野金援:けさるを得窓かったと鷺 50 ま
<1801-78) の議定宮崎拡裳 c: た平素五弦理を愛し潜後醜然と

1819-(9) の教室で嘉永3年 c: してこれを弾じかっ古今の名言寺
1850) 頃相州中原積に開いたの(をくちずさみ自他を!l\S認させた
がはじめで一時江戸下谷仲徒士 i とも伝える。
町に移ったが女久 2年(1862) : 内生のひとむ伊東希元〈高麗
頃蒋ぴ格州に還りこんどは平塚 l 寺村〉に「成滋重量φ講媛に陪ナJ
宿上平塚党夫社〈八護神社〉の :0)七絶がある。 r図鑑坐を定申
南東にあたる小高い地に塾舎を i 寂として声無し。関障の天人理
新築し平塚大磯磁簡をはじめilf: 精に入る。また載る留夫も亨L議
村の好学青少年を集めて漢学を;を重んじ。識経の内外療をかが
教授した。ミ陪鳥村の耕余重患にさ j めてff< J 平塚宿φ農人たちは
吉だつこと数年、 ζの地方にお;成器塾競講のときは粛々として
ける中等教育施設の最初のゐの i 門前を通行しているのである。
であったと考えられる。 門人には平鎌宿の旗印申之今
鉱掌の夫人は接持村主主れの田 i 弁元啓間芳賀絞智海、大磯宿φ

必中民であったが嘉永 6年五月拡;釈了元、馬入村の釈窓棒、朝民
;問問と曹になくな E後添;村の小!日黙、河内村の小林君
として中原宿裁沼氏の女が必え!郁、広111村の釈金稜開智禅久保

言られた。このひとが議蔵と童書う:回選問平、片岡村の吉宮f可議石間

j 男子を生んだ 蹴一は悶箆肥悶紋恥:一
と称し草萌月治中翻車京窃g新E麗畠へ :1陪寄透、重襲量回村φ島村公欽馬星島毒宗
盛ノ々安主長葺篇小説を逮載 lじし交壇の一;一等があつた。その他十日市場
角に雄視していたと伝える。:伊勢原村喜草木村からも遜学し

さ 拡裳は明治 2年4 月 5851歳 J た。
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ん
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昭和ぬ若手 11 月 15 腎

沼
世
間
国
沢
崎
白

神
域
金
土
間
金

市街地字却j人口

上平町塚 426(世帯 96)

桜ケ丘 106( グ 24) 

中患 2，557( 1/ 666) 

127,764 

29 ,563 

67.88帥2

1,882 

132 

249 

188 

管内耳u 人口

本庁 75 ， 528(世帯18 ， 531)

大野 26 ，407( 1/ 5 ,825) 

人口総数・

世帯総数・

市域寓積・

人口密度・

前[世帯増・
月 J人口社会i語・

比 i人口自然増・

あなたの知る範囲に、よ
い行ないをした青少年
(20才まで)がいたら、氏
名・年令・住所・学校ま
たは勤務先・推薦理践を
お知らせください。 錐薦
者の住所氏名も明記のこ
と。悶燥を伺いません。
広〈市民の推薦在おまち
します。

しユ

を

る


